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令和 5年度 第 3回清瀬市男女平等推進委員会 議事録 

 

日 時 令和５年 10月 12日（木） 午前 10時～正午 

会 場 男女共同参画センター 会議室 1・2  

出席者 橋本委員長 佐藤（眞）委員 松村委員 佐藤（良）委員  鈴木

委員 松本委員 田村委員  近藤副委員長 原田委員 

欠席者  山口委員 内野委員 長沼委員 

事務局  地域振興部男女共同参画センター  

 

議題 

（１）令和５年度男女平等推進進捗状況調査評価・担当間のまとめ 

 

男女平等推進プラン 1-1-1-1～1-2-3-6 

◎委員からの意見  

・未来創造課の回答について、女性職員の管理職登用には、女性の意識改革

が問題なのではなく、組織の仕組み改革が必要である。 

・女性職員の自己評価を高めるための支援策についての提案。 

■事務局からの説明 

・未来創造課が行ってきた人材開発や情報交換の取り組みについての紹介。 

・管理職の外部からの登用という新しい試みについての説明。 

 

男女平等推進プラン 1-3-1-1～1-3-3-3 

◎委員からの意見  

・子ども家庭支援センターの回答について、関係機関の連携回数や件数が前

年と変わったのに、具体的な説明がないことや、生涯学習スポーツ課の児童

センター事業について親子の居場所づくりの充実で父親への対応が不十分で

あることを指摘。 

・プランの事業内容に照らし合わせて、厳しめに評価したことや、来年度に

向けて改善を求めるコメントをしたことを報告。 

■事務局からの説明 

子ども家庭支援センターの回答について、指定管理者からの報告をそのまま

載せている可能性とシステム導入により、相談のカウント方法が変わった可

能性や、成果や効果が書かれていないことを説明。 
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男女平等推進プラン 2-1-1-1～2-3-5-5 

◎委員からの意見  

・生涯学習スポーツ課の回答について、事業内容が「障害者スポーツの推進」

とうたわれているにも関わらず、障害者を中心にしていないことや、障害者

と一緒にスポーツを楽しめる環境づくりの趣旨がわかっていないことを指摘。 

■事務局からの説明 

「障害者スポーツの推進」について、実際は実施しているが、障害者と一緒

にスポーツを楽しめる環境づくりの趣旨がわかっていないため、不十分なコ

メントとなったのではないかと指摘。 

◎委員からの意見 

・男女共同参画センターのリプロダクティブヘルスライツの啓発への回答に

ついて、事業名と事業内容が一致していない。 

・自己評価の Aについて、新しい取組みは実施していないのではないか、と

の指摘や、この事業内容の達成のために他の部署との連携が必要であること

を指摘。 

・多様な性のあり方への人権配慮について、担当課の回答について、「人権課

題」そのものの大きなテーマへの回答になっていたため、質問をした。「多様

な性のあり方への人権配慮」に絞って回答してほしいことを指摘。 

■事務局からの説明 

・今後の参考とすることを説明 

 

男女平等推進プラン 3 -1-1-1～4-2-1-4 

◎委員からの意見  

・事業評価について、事務報告的なものではなく、成果や効果を書くことや、

改善点を示すことを求める。 

■事務局からの説明 

事業報告について、プラン調査の回答は書き直せないため、主管課から「今

後について」の回答を今後、提出してもらうことで回答を補足とする。 

 

（２）第三次清瀬市男女平等推進プランの中間見直しの方法 

事務局より資料を使用し、説明。 

 

（３）次回の日程 

１１月１６日（木）午前１０時～正午 男女共同参画センター会議室 


